
女性のデジタル人材育成事業【薩摩川内市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 １,６２４ 千円

交付金額 ８１２ 千円

事業番号 １

令和元年度に本市が実施した事業所アンケートによると女性６４．０％、
男性６．６％が非正規雇用であり、管理職における女性の比率は７．８％と
なっており、女性の活躍推進のためには事業所への積極的な働きかけが
必要である。

このような状況から、ワークライフバランスや多様な働き方などの実現に
向けた就労環境整備を進めることにより、男女ともに活躍できる環境づくり
を推進するとともに、関係機関と連携した取り組みが必要である。

女性が望む働き方を可能とし、精神的・経済的自立を推進するため、働く
意欲の向上と、デジタルスキルの習得やその必要性を理解することを目
的としてセミナーを実施し、柔軟な働き方や経済的な自立を実現し、自らが
描く自分らしいキャリア形成を目指す女性が、キャリアアップや転職、起業
に必要な実践的なデジタルスキルを習得できる内容とした。

参加者が安心して学び続けられるよう、オンラインコミュニティを通じたフ
ォロー体制を構築し、取り残されることのないように工夫した。

また、受講者同士の意見交換を多く取り入れ、不安を抱え込むことなく、
一人ひとりが安心して学びに向き合えるよう努めた。

セミナー参加者へのアンケートでは、１００％から満足しているとの結果
を得た。
参加者の感想からは、デジタルツールへの心理的ハードルが低減し、
「自分にもできる」という自信につながったことや、具体的な理解が進み、
実際のスキル習得につながったことが伺えた。加えて学ぶ意欲の向上
や、SNSの活用など仕事への活用意欲の高まりも見られた。
また、同じ目的を持つ仲間とのネットワークの形成や継続的な学習意
欲の醸成にもつながり、単なるスキル習得にとどまらず、受講者が、「自
分らしく働く未来」を描くきっかけとなったことが伺えた。

薩摩川内市における女性の職業生活における活躍推進を官民一体となっ
て推進するため、市内関係団体による協議会を設置し、女性が活躍できる
環境づくりを進めるとともに、女性の人材育成を行い、本市の企業における
女性活躍推進に資する取組を促進する。
【数値目標】
セミナー参加者の満足度 Ｒ７目標９０％ ⇒ Ｒ７実績１００％

薩摩川内市女性活躍推進協議会
（構成団体）
・行政機関 ・民間企業関係団体
・農林水産関係団体 ・金融機関
・教育機関 ・コミュニティ団体 等

中小企業の多い本市においては、企業の実情に配慮しつつ、女性活
躍推進に向けた継続的な働きかけが必要である。仕事と家庭の両立に
関する課題に対応するため、固定的な性別役割分担意識にとらわれな
い働き方の理解を促進し、男性の育児休業取得や共家事・共育て等の
取組事例を紹介し、セミナーや出前講座等を実施していくことが必要であ
る。
併せて、各種媒体を活用した情報発信や企業・事業所へのPRを行い、
セミナー受講者と企業等とのマッチングについても検討していくことが必
要である。



「自分にもできる」という自信が持てた ８１％

事業の概要

女性のデジタル人材育成セミナーの実施

働く意欲の向上と、デジタルスキルの必要性を理解し、柔軟な働き方や、経済的な自立とともに自らが描く自分らしいキャリア形成
を実現し、キャリアアップや転職、起業を目指す女性に必要な実践的なデジタルスキルを習得することを目的とする「デジタルで未来
をひらく！わたし流キャリアデザイン講座」を実施した。

内容は、生成AI、SNS、Canvaなど、今すぐ役立つデジタルスキルを体験しながら“自分にもできる”という自信を育てる全５回の講座
で、子育てや介護、ブランクなど、様々なライフステージにいる女性の“新たな一歩”を後押しした。また、各回で参加者と講師、参加
者同士の意見交換の機会を設けることで、参加者同士のつながりを生み、学びを深める場となった。

１０月４日～１２月１３日 全５回 開催
参加者 １０代～６０代まで ３０名

❒満足度（とても満足） 90.5%
（満足）     9.5% 

セミナー実施後アンケート調査結果 ❒セミナーを通じて得られた受講者の変化

・新しいスキルが身についた １００％

・「自分にもできる」という自信が持てた ８１％

・学び続けたいという意欲が高まった ７１．４％

・デジタルツールへの抵抗感が減った ５２．４％

・同じ目標を持つ仲間ができた ４２．９％

・今後のキャリアが具体的になった ４２．９％
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